
 

 

 

兵庫県立大学では、学内の教員や大学にゆかりのある学外の著名人を講師に迎え、

“知の創造”シリーズフォーラムを開催しています。 

第１０回となる今回は、コンピュータを使ったシミュレーションで変わりゆく私

たちの未来の姿を、シミュレーションサイエンスの第一人者である兵庫県立大学佐

藤哲也教授がお話しました。また、学外の研究者も招き、公共政策や自然災害への

対策など、身近な面でのシミュレーション活用についてもご紹介しました。 
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  ▼ 講座の概要 
 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 ▼ フォーラム構成 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～イントロダクション～ シミュレーションの世界へようこそ（講師：佐藤 哲也） 

 

☆講演１ 「公共政策とシミュレーション」（講師：木村 真） 
  ･･･年金や医療、財政問題など公共政策にシミュレーションがどう活かされるのか？ 

 

☆講演２ 「自然災害から命を守るシミュレーション」（講師：永野 康行） 

･･･自然災害、特に地震による建物崩壊・都市被害などをシミュレーションで軽減するには？ 

 

☆講演３ 「シミュレーションと人間の暮らし」（講師：佐藤 哲也） 

･･･科学技術の最先端を切り拓いてきたシミュレーションがもたらす社会の未来とは？ 

 

 

平成２２年度兵庨県立大学 第１０回“知の創造”シリーズフォーラム 

未来の暮らしとコンピュータ 
～安全で豊かな社会を描き出すシミュレーション～ 

 

実施日:平成２２年１１月８日(月) 

時間：１６：３０～１８：００ 

http://www.u-hyogo.ac.jp/index.html


 

 

【講義１】 公共政策とシミュレーション 

木村 真（北海道大学公共政策大学院） 

 

 

 

公共政策に関するシミュレーションは、社会においてどのような役割を果たしているので

しょうか、また活用する際にどのような点に注意しなければならないのでしょうか。 

 

 

 

これを説明する前に、そもそも政策とは、またシミュレーションとは何なのでしょうか。

辞書的には、政策とは物事を行う上での方針や手段を意味します。また、シミュレーショ

ンとは模型（モデル）を使った結果予測を意味します。 

 

通常、人は何か方針を立てるときや手段を選ぶとき、ある程度結果を予想しながら行いま

す。 

例えば生命保険に加入しようとするとき、将来生じうる住宅購入や疾病などに伴ってかか

る費用と、給料や年金などの収入を考慮して契約します。この例でいえば、保険は手段すな

わち政策であり、収入や費用などの前提のもとでの予想はまさしくシミュレーションに相当

します。つまり、政策とシミュレーションとは、皆さんが普段行っているようなとても身近

な物なのです。 

 

 
＜ライフプランニングの一例＞ 

 



 

 

政策分野でのシミュレーションの役割 
 

政府が公共目的の政策（公共政策）を行なう場合も基本的に同じです。しかし、政策分野

においては特に二つの点でシミュレーションが重要な役割を果たしています。 

一つは、政策評価の手段としての役割です。災害や増税などはどのような影響が生じる

かを実際に試すことができません。また、道路や空港建設などでは試しに作るといっても多

大なコストがかかってしまいます。こうした試すことができない事象についてあらかじめ評

価し、政策の取捨選択をするのにシミュレーションが活用されます。 

いま一つは、計画立案時の参考資料としての役割です。取捨選択の前にそもそもどのよ

うな政策が必要なのかを考えることも重要です。そのための参考資料として、現状のままで

あれば人口や経済、財政、社会保障などがどのように推移するのかを予測するためにシミュ

レーションが活用されます。 

例えば、兵庫県では今後の財政計画の立案のために財政見通しを作っています。そのなか

で、借金の毎年の負担の程度を表す実質公債費比率が、将来にわたって自治を制限される比

率を超えないような公共投資の抑制幅を求めています。この結果は今後の予算に影響を与え

ます。 

 

 
＜財政見通しの一例：兵庫県（平成 21年 10月）＞ 

 

他の例としては、年金財政のシミュレーションといったものもあります。厚生労働省が 5

年ごとに行う年金財政の定期検診のようなもので、どのような制度改正が必要なのかを明ら

かにします。平成 21年に示された財政検証では、基礎年金の国庫負担割合を 1/3 程度に据

え置いた場合、2027 年に国民年金積立金が枯渇することが示されており、制度持続のため

には国庫負担の 1/2への引上げが重要であることを示唆しています。 

  



 

 

公共政策とシミュレーションの付き合い方 
 

以上のように、政策問題の多くは試しで効果を把握できないため、シミュレーションは

強力なツールとして用いられます。一方、強力であるがゆえに、利用に際しては慎重な対

応が望まれます。まず政策評価の基準が難しいということです。公共政策の便益の金銭的な

測定は難しいことが多く、所得格差など公平性の問題については個人の価値観にも左右され

ます。したがって、評価指標を選ぶ際には、その本質的な意味と妥当性を考える必要があり

ます。次にシミュレーションのチェックが可能かどうかという公開性の問題です。人々の生

活に影響を与える問題であるため、シミュレーション・モデルやパラメータの妥当性を外部

の人間がチェックできるようにする必要があります。逆にいえば、示された結果を常に疑う

姿勢を持つことが重要です。 

 

 

より良い判断材料を得るために 

 

政策のシミュレーションは、実際の活用され具合に比べて、手法においてまだまだ改善の

余地が大きいと思われます。例えば、先にみたような地方自治体の財政見通しに関して、自

治体によっては人口減少が見込まれるのに税収が増えるような前提を置いているところす

らあるのが現状です。文系の政策担当者が高度な計算技術を身につけていないケースや、理

系の技官が社会経済的な広い視野で政策を捉えることに慣れていないケースはしばしば見

られます。社会科学の知識と自然科学の知識が組み合わされば、政策シミュレーションが

進化し、より高精度の判断材料が得られるでしょう。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

【講義２】 自然災害から命を守るシミュレーション 
永 野  康 行 

（福井工業大学デザイン学科） 

 

皆さん，コンピュータによるシミュレーションで「どのように自然災害から命を守ること

ができるのだろうか？」とお考えではないでしょうか。世界中，どこの国でも地震による

被害が発生しているわけではありません。活断層が暮らしに役立つこともあります。昔の街

道筋は，断層の活動によって平らな道ができました。また，酒蔵や銘泉に関しては，断層に

よっておいしい水がたくわえられました。 

 

 

震災で人命を損なわないために 
 

建築基準法の現行耐震基準では，「まれに発生する地震に対して建物に被害が殆ど生じない

こと，および，極めてまれに発生する大地震に対して建物が倒壊・崩壊等せずに人命を保

護すること」が規定されています。耐震基準は地震によって改定されてきました。 

 
文部科学省『大都市大震災軽減化特別プロジェクト』

の一環として，建築基準法が大幅に改正された 1981年

以前に建てられた建売住宅の実験が実施されました。

「兵庫県近傍にて木造住宅を求む」の公募から選定し

た物件を，西明石から移築し，２棟の同様な住宅を同

時に加振し，補強有り住宅（Ａ棟；図１左側）と補強

無し住宅（Ｂ棟；図２右側）の大地震時の動きに違い

が見られるか検証する実験が行われました。このよう

に，実大の震動台実験により検証することも現在では

可能ですが，コストがかかるため代表的な建物につい

て実施されているのが現状です。 

 

 

 

 

地震応答解析のうち、最も基本的で一般的な方法

が，「質点系モデル」（いわゆる「串団子モデル」）

です。各階の重量をひとつにまとめ，柱・梁など

の構造部材を各階ごとに集約してバネに置換し

ます。このモデルに地震動を与え，バネにかかる

力（せん断力）やバネの変形を時々刻々と計算し

ます。 

 

 

 

図１ 在来木造住宅の震動台実験 

（E-ディフェンスの HP より） 

図２ 質点系モデルへの置き換え 



 

 

ホテル近鉄ユニバーサル・シティ（1999 年）や生田神社復

興計画 拝殿（1995 年）について，地震時の建物挙動につ

いての紹介をしました。さらに，地球シミュレータを使用し

た，鉄筋リート造超高層建物の鉄筋一本一本までをモデル化

した，地震時シミュレーションが実施されています。これに

より，今まで解明されていなかった複雑な挙動が少しずつ明

らかになってきています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

期待される『シミュレーション学』 

 
スーパーコンピュータをはじめ様々なコンピュータとシミュレーション手法を用いて、未来

社会を予測し開拓する学問です。自然科学から社会科学まで、全てのモノと人間が対象であ

り、 

よりよい社会の実現に大きく寄与することが可能です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ホテル近鉄ユニバーサル・シティ（1999年） 
生田神社復興計画 拝殿（1995年） 



 

 

【講義３】シミュレーションと人間の暮らし 
佐藤哲也 

（兵庫県立大学） 

  

最近のコンピュータ事情 
 

皆さんは、コンピュータは複雑な自然科学の現象を解明する道具であると理解しておられるの

ではないでしょうか？これまでのコンピュータは確かにその理解でよいでしょう。しかしながら、

ここ数年の間にコンピュータは大きく構造転換し、自然科学の研究に適したベクトル型コンピュ

ータ（これをスーパーコンピュータという）から、

小さな独立したスカラプロセッサ（ＣＰＵ）をケ

ーブルで好きな数だけつなぐ並列スカラコンピュ

ータ（ＨＰＣ）に完全にとって変わりました。こ

の構造転換は、コンピュータを活用する研究対象

をも大きく変えていく可能性を強く示唆していま

す。 

 

西洋科学とシミュレーション学 

 
ご存知のように、要素還元‐微分思考‐数理解析的方法論を基盤とする近代科学は、この４０

０年の間に、自然を支配している基本法則の発見を次から次へと発見し、１９２９年の量子力学

（シュレディンガー方程式）を最後にほぼその全容解明を終え、戦後は科学の法則を人間生活に

応用する技術の開発へと進みました。そのすさまじい技術進化の結果、２１世紀を前にあらゆる

分野において専門化、多様化、複雑化が深く浸透し、自然循環のみならず、人間の心をも崩壊す

るまでになってしまいました。地球温暖化やリーマンショックはまさにその典型的な表れである

と言えるでしょう。要素還元パラダイムが効果を発するのは、システムが未完成、未成熟、発達

途上の状態においてであり、システムが成長し、その中に要素がまん延し、余裕がなくなった状

態では正常には働かず、それどころか、システムを崩壊に至らしめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

シミュレーション学とは何か 
 

西洋で発達したタイガー(手回し)計算機は単に計算をする目的以外には使い物にならないのに

対し、東洋（日本）で長く親しまれたそろばんは、単なるお金を計算するための冷たい機械では

なく、商いをする上での売り手と買い手のコミュニケーションの役割をも備えた温かい人の体

(手)の一部でした。 



 

 

この例えと同じく、従来のシミュレーション科学が、自然の複雑な現象のメカニズムを解明す

る道具としてコンピュータを利用するのに対し、人間の抱える諸々の課題を解消するためにどの

ように取り組んでいくのがよいかという取り組み方を一緒に行う協力者としてコンピュータを用

いるのがシミュレーション学の醍醐味である。言いかえると、シミュレーション学とは“世の中

の長期的展望に立って全体を鳥瞰し、対象とするシステムをつぶさに観測し、得られたデータの

情報分析を行い、できるだけ現実に近いモデル立て、手元のコンピュータを活用して、対象シス

テムの将来の在り方を提言していくこと”であります。この意味で、シミュレーション学は従来

の要素還元近代科学を越える新しい科学のパラダイムであります。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

兵庫県立大学大学院「シミュレーション学研究科」 

 
兵庫県立大学では２０１１年４月、「シミュレーション学研究科」を開設します。ポートアイラ

ンドの次世代スパコン「京」コンピュータに隣接した環境で学びます。 

「シミュレーション学研究科」においては、シミュレーションモデルの立て方、シミュレーシ

ョンプログラム作成の仕方、シミュレーションで得られたデータの吟味の仕方など、シミュレー

ションを行うに当たっての一連の技法を自由自在に活用できる力を修得します。同時に、シミュ

レーション学の目指す人が楽しく、豊かに生活できる社会の構築を行うに当たって、世の中が動

いている大局的流れを認識し、社会の問題点がどこにあるかを知り、挑戦すべき具体的課題を見

出していく力を修得します。これらの力を実社会に活かしていく自立力をつけるために、自主課

題研究として挑戦すべき社会の課題（システム）を見出し、そのシステムを動かしている要素を

抽出し、要素間の関係を見出し、システムのモデリングを行い用いるコンピュータに対するシミ

ュレーション・アルゴリズムを開発し、プログ

ラムの作成を行い、得られたデータの可視化解

析・吟味を行い、評価し、課題に対する具体的

提言へとつなげていく実践を体験し、社会に即

活用できる人材の育成を目指します。 

 

 

 

 

 教育内容：シミュレーション学を学ぶ  

教員数： １２名 （専門：シミュレーション学、災害、産業、政策）  

修士学生定員： ２０名/学年  

設置場所： 神戸ポートアイランド 

 


